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次世代育成公募事業 次世代の森づくりを担う人材育成票業

■該当する事業

◇高校生。大学生などの若者が、森林や樹木を保全し増やしていく活動に参加することにより、

将来の森づくりのリーダーを育てていくことをめざす以下の活動。

※0から0の全てを満たすこと。

0高校生,大学生などの若者が、里山などの保全、森林での植栽・保育・間伐などの活動、

住居・学校等の生活・教育環境への樹木の植栽など、森林整備や緑化推進の活動に参加する

事業で、森林・林業分野で働きたいと考えている者にとっては体験の機会となるもの。

②高校生。大学生などの若者が中心となった団体、或い|よ若者とともに活動を実施している

ボランティア団体等が企画・実施する事業。

O植裁された樹木の維持管理など、活動の成果の継承が計画されている事業。

■年間助成額 (ョ事業あたりの上限額):200万円

つながる、つなげる、子ども若者応援事業特別公募事業

■該当する事業

◇子どもたちの自然環境への理解や興味関心を広成様々 な感性や表現力、生きる力の向上、将来の

森づくリリーダ中の育成に貢献する、市民団体等による以下のいずれか、あるいは複数の活動。

※0、②のいずれか、あるいは両方を満たすこと。

●未就学児や小中学生とその保護者等を対象に、森林里山での櫨栽・保育・間伐等、

森林整備r本験を企画。実施する活動。

el果育所。幼稚園等と保護者・地域住民が一体となって進める園庭やそれに準ずる場所の緑化活動。

■年伊翻助成額(1事業あたりの上限額):200万踊

スギ等森林の有効活用支援事業特別公募事業

■該当する事業

◇無花粉・少花粉スギの植栽など、花粉の少ないスギ林を目指し、

未来につなぐ人にやさしい森づくりへの貢献及び複数の都道府県に渡るなど

広域的な波及効果が期待される、市民団体等による以下の事業。

●発生源対策に資する無花粉・少花粉スギの植栽及びそれに関連する作業。

②発生源対策に資する森林の管理・育成及び間伐に必要な作業路の整備。

0●、②に付帯して実施される研修・イベント。

■年間助成額(1事業あたりのと眼機):200万円

子どもたちの未来の森づくり事業都道府県緑推推薦事業

覆該当する事業

◇′Jヽ。中学生のr森の学びどを支援するとともに、森林環境教育のフイールドとしての

地域のシンボルとなる森づくりを目的とした以下の事業。

※0から0の全てを満たすこと。

●小・中学生の「森の学び」(森林環境教育)のフィールドづくりと教育
。体験活動等を行う事業。

②NPO、 ボランテイア団体、自然学校、自治会等の組織が単独、または地方自治体、

小。中学校等と連携して企画・実施すること

0整備した森林が将来にわたって、確実に維持管理できる実施体制や仕組みが

具体的に計画されていること。

■年間助成額 (1事業あたりの上限森):100万 円
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スケジュール
(

応募期間
2023年 2月 1日 (水 )
→3月 15日 (水 )

伊

号

号

号

●各事業とも、緑の募金ホームページの申請フォームから応募してください。

(補足資料はデータ使または郵送等で0提出ください。)

●ヒアリング

●有識者、協力企業等による審査・査定

0理事会の承認

●国土緑化推進機構より郵送にて助成決定の通知及び

各種様式、回ゴデータ、留意事項冊子、募金箱等のと案内

●活動期間il年間
●スケジュール表の提出(2か月以内)

●概算払い (全体の 1/2以内)
0内容・経費の変更連絡

●報告書類をデータにて提出(データでの提出が難しいものは送付)

●書類審査後、交付額の確定、精算払い
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2022(令 fE4)年度は下記のとおり、全国の民間ボランテイア団体やNPO等が実施する国内外での森林づくり事業の支援を決定いたしました。

合計 129   件 1億 3,400万円

審査期間 2023年 4月 け 6月

2023年 7月 T医 (土〕賓付狭定

活動期間
2023年 7月 1日 (上 )
吟2024年6月30日 (日 )

活動報告 活動完了後、3か月以内

公募による支援の概要

2,370万円29    件森林整備

緑化推進
200万円

2,130万円

3,500万 円国際協力 300万円

22

23

件

件

一般公募事業

11920万円森林整備 13  件次世代育成公募事業(次世代の森づくりを担う人材育成事業)

780万円森林整備
200万円

9  件特別公募事業 (スギ等森林の有効活用支援事業)

100万円 33    1牛 2,700万円緑化推進都道府県緑推推薦事業(子どもたちの未来の森づくり事業)

上限

(1事業あたり)

2022年度実績

件 数     総 額
事 業名

注)本表は、緑の募金による寄付金の使途のうち、2022年度緑の募金公募事業として森林ボランティア団体等に交付決定された金額を計上しています。

④



よくあるご質問 Q&A 翌計
輩・

0ま 全講 盤 緊 馬 解 墾

者の団体、あるいは地域のNPO団体等と
連携をして、自主的な活動を継続して実施

できる体制を計画してください。

電日)野憲尋簑魚奪縦
三象奮毯霧

は購入対象となりますが、提示する購入基

準価格以上は、団体負担となりま現

間伐材の利活用を目的とした簡易な製材

機・薪割機箸は対象としま現

(上限5万円)

0幅 靱 霧 紹 蘊 廷

だし、活動を実施する中で安全上問題んヾ発

生するなど、やむを得ず作業の一部を専門

業者に依頼する場合のみ対象となりま曳

委託する内容と理由、業者選定理由を事

前にご提出いただきます。なお、ビオトープ

やウッドテラスなどの設置等の外部委託経

費は対象外となりま現

0今 嫉 殿 揮璽艤 釈 2
指導者の経験等からみて相応しい額で、お

おむね数千円～2万円/日 程度を目安とし
ています。それを上回る部分は団体負担と

なります。

0 申請書類はどのように提出するのですか?

0議臨じ縦饂
寄付協力者の思いを尊重し、公益性の高

い事業を支援しま魂 広く市民参加を呼び

かけて行われないものや資産形成が主と

なっているもの、内容や規模等について先

駆性。モデル性が低いもの、計画性や実施

体制が確保されていないもの、助成申請経

費に占める業務委託、器材の購入、謝金等

の比率が著しく高いものなどは支援の対

象となりません。

畜
緑の募金とは中●

豊かな緑と水に恵まれた健康で文化的な暮らしを将来にわたって享受

できるよう、全国の学校、地域、街頭や店頭の募金箱、振込用紙、企業等を

通じて寄せられた募金を活用して、国内外の市民による自発的な森づくり

0纏 審 警蚕東戦 鍮

フォームから申請 してください。ただ

し、補足資料について容量オーバーとな

るものは、別途メールまたは郵便等でそ

れぞれの事業の担当窓日宛にご送付く

ださい。

Ｌ
ｒ
　
　
ヤ

0 学校や幼稚園、保育所、役所は申請できますか? 0 外部委託経費は対象となりますか? 〇
講師研金は

対象となりますか?

0 簡易製材機やチッパ…等は対象となりますか? 〇
支援対象とならない事業は
どういうものですか?

イプ,途
金
使
募

の
の
用
緑
運 森林ボランティア・

脚 lぶl∞熱奄元気仙1季
‐
も

●水源林の整備
●里山の再生
●被災森林の復旧
●身近な地域の緑化等

触球 (プジ緑を1営やい
。砂漠化地域の緑化
●熱帯林の保全

線 ;づくりC)

拶―ダー盛寄て為
●森林ボランティア

リーダーの養成研修
●林業体験のイベント等

森守平どもな育竜」

●子どもたちの森林・

環境教育 (体験学習)
●森林の文化の伝承等
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植林等

●マングローブ

里山保全団体・

NPO等  ■,

事業審査会・

運営協議会・

理事会

一般公募により

森林ボランティア団体等ヘ

交付金が助成される

活動や緑で子どもたちを育む活動を支援します。
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